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三大市民まつりの 1つ「真固 まつ り」のメーン エベン ト真 田武者行列 が、 4月22日行われまし た。

永野市長(=写真・馬上の人)ふんする真田幸村の「し、ざ出陣」を合図に、真田十勇士隊や姫(ミス上回)

隊など総勢200人が午前11時すぎ上田城を出陣。大手町一海野町 一松尾町一駅前一原町 大手町一上田城

と練り歩いて戦国絵巻を繰り広げました。

給
食
セ
ン
タ
ー
)
、
小
田
中
吉
次
ヘ
上

田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
)

市民の動き

( 4月 1日正見右 )

総人口 114，641人 (ー317)

男 55，793人(一194)

女 58，848人 (ー123)

世 帯 数 35，276世帯 ( -2001 

)内は前月比です。

室賀保育園が完成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・ 2ページ
むだをなくす生活展など開催.................・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ 3ページ

安全ですか お宅の石塀、フ ロ y ク塀・ ..4 ・5べ一一
定期監査の結果公表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6ページ

カメラレポ・・・
・・・・ 7ページ

お知らせ.....
… 8 -11ページ

おくやみ・ー・・・・・ ....12ページ

保健予防特集 ・・ ・・ ・ 特 集 1- 4ペーレ

主な内容
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未
満
児
保
育
室
に
初
の
床
暖
房

室
賀
保
育
園
が
完
成

えつ広報戸第 910サ

I l!""，伊ぷ函 t

とんがり 帽子の時計台に明るいオレンジ色の屋根、完成した室賀保育園

子
供
た
ち
の
夢
を
育
て
る
園
舎
を
、

と
市
が
移
転
新
築
を
進
め
て
い
た
室

町
民
保
育
園
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
四

月
二
日
の
開
園
式
に
は
、
六
十
五
人

の
園
児
が
元
気
に
入
園
し
ま
し
た
。

旧
園
舎
は
昭
和
三
十
三
年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
老
朽
化
が
激
し
く

な
っ
て
き
た
た
め
今
回
の
建
て
替
え

と
な

っ
た
も
の
で
す
。
新
園
舎
は
鉄

骨
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
平
屋
建
て
、
延、へ

出
村
六
百
二
十
五

・
八
平
方
山
で、

総
工
費
は
約
一
億
三
千
九
百
万
円
。

と
ん
が
り
帽
子
の
時
計
台
や
明
る
い

オ
レ
ン
ジ
色
の
屋
恨
が
、

地
元
で
「
ハ

企プールも完成し、出番を

待っています

‘角をなくして見通しを

ょくし た廊 下

市
で
は

Y
省
資
源

・
省
工
、
不
ル
ギ

l
々
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い

く
た
め
、
「
資
源
活
用
推
進
本
部
」
「
本

場
合
は
二
十
日
川
)
午
前
八
時
四

十
五
分
か
ら
午
後
二
時

と
こ
ろ
市
役
所
引
い
恥
坊
と
そ
の
同

と
評
判
に
な

っ
て
い
ま

イ
カ
ラ
だ
」

す
。各

保
育
室
は
天
井
か
ら
も
光
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
明

る
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
廊
下

の
角
を
な
く
す
、
一
番
低
い
と
こ
ろ

に
あ
る
窓
ガ
ラ
ス
を
強
化
ガ
ラ
ス
に

す
る
、
取

っ
手
な
ど
の
で

っ
ぱ
り
を

な
く
す
、
な
ど
安
全
面
に
も
気
を
配

っ
て
い
ま
す
。

0
歳
児
も
い
る
未
満
児

(
0
歳
か

ら
二
歳
)
保
育
室
は
、
市
立
保
育
園

と
し
て
は
初
め
て
の
床
眼
房
に
な
っ

て
い
ま
す
。

関
す
る
よ
ろ
ず
相
談
所
」
を
開
い
た

り
、
緑
化
の
栂
(
ヘ
チ
マ
、
朝
級
生

ど
)
を
お
配
り
し
ま
す

広い未満兜保育室は市立保育園初の床暖房

え
よ
う
」
と
い
う
干

l
マ
て
、
世
吹

食
品
の
効
能

・
効
川
本
・
品
目
・
ヱ
け

ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
也
爪
に
行
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むだをなくす生活展など開催
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ホ
巾

マ
、
μ
i
m

ゆ
官
次
買
描
附

白
砂
由

工

不

ル

キ

T

1
0
を
市
民
め
皆
さ
ん
と
進
め
て
い

く
た
め
、
「
資
源
活
用
推
進
一本
部
」
(
本

部
長

・
永
野
市
長
)
を
設
置
し
、
毎

年
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
や
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

そ
の

一
環
と
し
て
、
今
年
も

「第
五

回
む
だ
を
な
く
す
生
活
展
」
と
「
第

十
回
資
源
活
用
広
場
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
(
資
源
活
用
広
場
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
四
月
十
六
日
号

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
)

と

き

・
・五
月
十
三
日
川

(
雨
天
の

と
辺 こ 十場

ろ五台
分 li

市か 二
役ら十
所 午 日
院後(日)
ギ二)
場 時午
と前
そ八
の 時
周囲

む
だ
を
な
く
す
生
活
展

上田市資源活用推進本部

(事務局 生活環境課生活保)

宮⑫4100内線301・有線②0671

間
間
十
?
?也

ト

O
A
，
f'
相同
叫砧イ
耐川
」
キ
」
阿
聞
い
た

り、

緑
化
の
種

(
ヘ
チ
マ
、
朝
顔
な

ど
)
を
お
配
リ
し
ま
す
。

(協
賛

附
中
部
電
力
)

・
ガ
ス
コ
ー
ナ
ー

ガ
ス
を
上
手
に
使
、つ
た
め

の
笑
演

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お
川
崎
の
効
率
的
な

沸
か
し
方
の
実
験
と
説
明
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、

「
ガ
ス
に
関
す
る
よ
ろ
ず

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
も
開
設
し
ま
す
。

(
協

賛

附

上

回

ガ

ス

)

・
電
話
コ
ー
ナ
ー

テ
レ
ホ
ン
カ

l

(各
種
電
話
機
展

示
車
)
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
電
話

機
の
紹
介
、
展
示
を
し
ま
す
。
ま
た
、

新
サ
ー
ビ
ス
商
品
の
ス
ラ
イ
ド
上
映

を
す
る
ほ
か
、

「
移
動
電
話
相
談
所
」

も
開
設
す
る
予
定
で
す
。

(協
抗
上
回
電
報
証
話
局
)

・
石
け
ん
コ
ー
ナ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
粉
石
け
ん
、

台
所
用
石
け
ん
、
ク
レ
ン
ザ
ー
な
ど

を
通
常
価
格
の

二
割
か
ら
四
割
引
き

で
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
無
料
の
サ

ン
プ
ル
を
六
百
袋
用
意
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

粉
石
け
ん
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル
展
示
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
め
配
布
、
映
画

「合
成

洗
剤
は
完
全
か
」
も
上
映
し
ま
す
。

(協
賛
附
ヤ
マ
カ
石
船
販
売
)

・
消
費
生
活
コ
ー
ナ
ー

今
回
は
、

「健
康
食
品
に
つ
い
て
考

え
ト

oo--
」
'Y

」
い・
7
d
T
l
l
マ

メ

¥

雌

疋

高

原

食
ロ
聞

の
効

能

・
効

果

・
日川
町

・
売
リ

万
な
ど
、
さ
ま
さ
ま
な
問
題
山
・
に
つ

い
て
ハ
ネ
ル
展
示
や
説
明
を
し
ま
す
。

ま
た
消
抗
生
活
ク
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー

で
は
、
解
答
者
の
皆
さ
ん
に
下
数
き

な
ど
を
差
し
上
げ
ま
す
。
消
費
生
活

に
関
す
る
苦
情
や
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
御
利
用
く
だ

芦
」
い

。

(協
賛
県
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ

・
国
鉄
コ
ー
ナ
ー

国
鉄
商
品
の
展
示

・
説
明
コ

ー
ナ

ー
で
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

上
手
な
国
鉄
の
利
用
法
や
お
得
な
キ

ッ
プ
の
紹
介
な
ど
を
し
ま
す
。
ま
た、

春
め
国
鉄
旅
行
の
御
案
内
も
し
ま
す

3

(協
札
口
上
町
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー
)

広
報
の
文
字

回
り
大
き
く

広
報

「う
、
え
だ
」
に
使
用
し
て
い

る
文
字
を
、
今
回
か
ら

一
回
り
大
き

く
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

読
み
や
す
く
な

っ
た
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
い

っ
そ
う
の
御
愛

読
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
電
気
コ
ー
ナ
ー

こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
い
か
に
安
全
に
効
率
的
に

使
用
す
る
か
に
つ
い
て
、
実
験
と
説

明
(
熱
関
係
の
電
気
器
具
の
展
示
な

ど
)
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

「
電
気
に
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安全ですか
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お宅の石塀・ブロック塀
(建築指導課審査係企⑫4100内線364)

石
塀
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
私
た
ち
の
身
の
周
り
に
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
皆
さ
ん
も
工
事

業
者
の
方
々
も
比
較
的
簡
単
に
考
え
が
ち
に
な
り
ま
す
。
見
か
け
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
よ
う
で
も
、
安
全
面

か
ら
危
険
を
思
わ
れ
る
も
の
が
数
多
く
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

五
十
三
年
の
宮
城
県
沖
地
震
で
、
多
く
の
人
た
ち
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
だ
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
地
震
に
よ
る
直
接
の
死
者
は
二
十
七
人
で
し
た
が
、
実
に
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た

る
十
六
人
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
れ
に
よ
る
死
亡
で
し
た
。
ま
た
、
昨
年
十
月
、
伊
那
市
で
門
柱
が
倒
れ
て

小
学
生
三
人
が
死
傷
し
、
小
諸
市
で
は
大
谷
石
塀
が
倒
れ
て
小
学
生
二
人
が
死
傷
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
石
塀
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
は
、
時
に
は
貴
重
な
人
命
を
奪
う
な
ど
思
わ
ぬ
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
な
ど
で
は
、
避
難
や
救
助
、
消
火
活
動
に
支
障
を
き
た
す
場

合
も
出
て
き
ま
す
。

皆
8
ん
の
お
宅
の
石
塀
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

点
検
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

石塀・ブロック塀の点検方法

考

-高きは 1.2m程度以下
が望ましい

・控壁は壁長4.0m以内
ごとに設ける

・基礎の部分を掘って調
べる

{蔵

+品さ深れ

か

入

い

根

な

た

し
ま

て
れ

か

か

か

な

い
る
る
か
は

な
あ
あ
ん
が

ぎ
が
は
ぶ

地

す
壁
礎
う
目

高
控
基
ゆ
横

①
②
③
じ
④

日項検占

⑤最上段の石をとってみて、鉄筋や
だぼなどの有無およびその状態を調
べる

内
部
点
検

(塀の高

危
険
性
を
認
識
い
た
だ
い
て
、

も
う
一
度

補強コ ンクリートブロック塀の場合

占 検 項 目 イ蔚 考

外 ①②③控高基すぎ ないか
-高さは2.2m以下が望

観
壁があるか ましい

に
礎はあるか、また栂入れ深さ は -控壁は壁長3.4m以 内

よ ④じ擁ゅうぶんか ごとに必要

る
壁や石積みの上に乗せていない -基礎の部分を掘 って調

占
台、 べる

検 ⑤老朽化し、亀裂や傾斜などが生じ
ていないか

⑥最上段コンク リートブロックを取

内
りはずし、 鉄筋の有無、モルタルの

⑦最状8下態Oc段なmどを調べる間隔で縦筋が入るべき部分の

の のコンクリートブロックを取

占
りはずし、 基礎から鉄筋が立ち上が

③っっ基てか礎いる か調べる検 へ縦筋が定着されているかど
基礎の一部をはずして調べ

る

筋にかぎ

なければ

倒
壊
の
危
険
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
は
、
そ
の
工
法

が
比
較
的
簡
単
な
と
こ
ろ
か
ら
素
人

で
も
手
を
つ
け
が
ち
で
す
が
、
安
全

性
を
考
え
る
と
、
や
は
り
信
用
で
き

る
業
者
に
た
の
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
か
も
、
業
者
に
ま
か
せ
っ
き
り
に

し
な
い
で
、
基
準
ど
う
り
に
正
し
く

工
事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
チ
ェ

ッ

ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

既
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
も
、

老
朽
化
し
て
い
る
も
の
や
正
し
く
工

事
が
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
も

の
は
、
お
早
め
に
専
門
家
の
点
検
を

受
け
補
強
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。
確
か
な
工
法
と
安
全
性
の
点
検
、

補
強
を
常
に
心
が
け
て
、
私
た
ち
の

環
境
を
快
適
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
添

い
の
塀
な
ど
は
、
交
通
安
全
の
う
え

か
ら
金
網
フ
ェ
ン
ス
や
生
垣
に
、
あ

き
地
や
通
路
添
い
に
パ
ラ
線
を
張
り

め
ぐ
ら
し
て
あ
る
所
は
、
た
い
へ
ん

危
険
で
す
の
で
安
全
な
も
の
に
替
え

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
が



一(5)一一一一 昭和59年 5月 1日 広報うえだ 第 910号、

石塀・ブ、ロック塀の建て方のポイント

①塀の高さ

塀の高さは、下図の寸法以下にしてください。

プロック塀 石塀

②塀の厚さ

塀の厚さは、建築基準法では高さの10分の l以

上と決められてい ます。

③塀の構造

・ブロック塀には鉄筋を入れましょう 。 また、石

塀には、だほ、(別図)を入れましょっ 。

-ブ ロック塀や

石塀に鉄製の

フェンスなど

を取りつける

と塀が弱くな

ります。

④塀の基礎

塀の基礎は、 コン

クリートで造り、

土中に35cm以上は

埋込むようにしま

しょう 。間知石積

みや、土留ょうへ

きの上に塀を造る

ことは危険ですからやめましょう 。 また、基礎

の幅はブロ ック塀の厚さ以上とし、基礎の根入

れ深さは、最低30cm以上で、 35cm以上とするこ

とが望ましし、。基礎のせいは最低35cm以上て¥

40cm以上とすることが望ましい。

補強コンクリートブロック塀の構造

ポイント①

鉄筋は直径 9mm以上の

ものを80cm以下の間隔

で入れます。この鉄筋

は基礎の コンク リー ト

を打 ち込む前に建て並利川崎

べておき基礎の コンク

リー 卜にじゅうぶん定

着させ なければな りま

せ ん。 幅止め筋

ポイント②

また壁頂では横筋にか

ぎかけし て固定きせ ま

す。

ポイント③

壁頂の横筋は直径13mm以上とします。(塀の高

さが1.2m以下の場合は 9mmでもよい)

ポイント④

横筋は両端にかぎをつけ控壁位置の縦筋にか5

かけをする。

ポイント⑤

壁の長さ 3.4m以内 ごと に控壁を設けなければ

な りません。

石塀の構造

ポイント①

壁の長さ 4.0m以内

ごとに控壁を設けな

ければなりません。

ポイント②

太柄(だほ‘)は通常、

直径 9mm 以上、長さ

35cm-50cmの鉄筋を

使用します。

返償利 融 取す庫改
済還 で卜 資 扱 。の 修 ブ

; 方期率 以 額 金最住すロ
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5月の法律相談日
市では、毎月第 2・4金曜日の午後 1時30分

から 3時30分まで法律相談を聞いています。

御希望の方は、市民相談室 (ft⑫4100内線

301・303)に電話予約をお願し、します。秘密

は固く守り、相談は無料ですので、お気軽に

御相談 くださし、。

5月の相談日は、次のとおりです。

と き・・.5月11日樹、 25日樹

とニろ・・・市役所 3階第二応接室

担当弁護士…横田先生 (11日)

滝沢先生 (25日)

5月の登記等法律相談日
毎月 第2木曜日の午後 1時から 4時まで登

記等法律相談を聞いています。秘密は固く守

られますので、お気軽に御相談くださし、。

5月の相談 日は、次のとおりていす。

と き・・・ 5月10日休)

とニろ…市役所市民相談室(西庁舎 2階)

アドバイザ一一・司法書士、土地家屋調査士の

5月の行政相談日
毎月第 2月曜日の午前10時から午後 3時ま

で行政相談を行 っています。お気軽に御相談

ください。

5月の相談 日は、次のとおりです。

と きい・ 5月14日(月)

ところ ・・ユニー上回庖

日常的中で相談がありましたら、次の行政

相談委員きんへ相談くださし、。

宮下深禅さん(下之郷) ft⑮3029 

松川隆きん(吉田) ft⑫4715 

鋒城直巳さん(南天神町)ft⑫6176

~社会保険出張相談日~
(5月〕

*TdllJII*~ifb& [第 1火曜日 1日干幽川左岸地区 { 
l第 3火曜日 15日

会場…松尾工業株式会社(川辺町)

*-'f-dIIJII*f&lifb& [第 2火曜日 8日干鴎川右岸地区 { 
l第 4火曜日 22日

会場・・・海野町会館(海野町)
(都合に より、当分の閉会場が変更)

: o各会場とも午前10時一午後 3時
~ 0お問い合わせ…上回商工会議所 ゃ

~ (伊藤ビル内)宮⑫4500 i! 
.~平市帆いJ九ホ♂U九仇~宇宙苧宙~~

定期監査の結果公表

上田市長永野裕貞殿

上田市議会議長竹内義憲殿

上田市監査委員小池 守

同 石 井 重 義

定期監査の結果について(報告)

地方自治法第199条第 3項の規定に基づいて実施した

昭和58年度第 3固定期監査の結果を次のとおり報告し

ます。

記

1 監査の期間

昭和59年 1月 4日から 3月19日まで

2 監査の範囲

昭和57年度における財務に関する事務処埋め状

況、契約および、工事の状況などについて

3 監査対象課所

秘書課

応急工事課

総務部

総務課、企画調盤課

財 政 部

財政課、 管財課(有線放送所含む)、 市民税課、

資産税課、収税課

消防音E

塩田支所、豊殿支所、川西支所

会計課

4 監査の結課

各所管における財務に関する事務は、おおむね適

正に処理されているものと認めた。

それぞれの監査課所における細部の指摘事項につ

いては、そのつど注意または改善を促した。

今後とも行政の多様化にともない、ますます増大

する事務処理にあた っては、常に能率化に意を用い、

効率的執行に菌白曹、されるよう望むものである。

家族そろって大掃除

5月は春の大掃除月間

春め大掃除の実施時期は、

5月いっぱいです。家族みんな

で大掃除を行い、病害虫の発生

源をなくして、清潔で住みよい

生活環境を築きましょう 。
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1年に 1回は健康診査を

脳卒中、心筋コウソクなど循環器の病気の予防と早期発見のため、 40歳以

上の皆さんを対象に健康診査を実施しています。(現在、治療中、入院中及び

職場などで検診を受ける方は対象外)

〈一般健康診査〉

と き・・・年間 をとお していつでも

とニろ・・・市内の全医療機関(歯科を除く)

検査内容・・・尿検査、 血圧、内科診療など

料 金一・無料

〈精密診査〉

一般健康診査の結果、医師が必要と認めた場合に心電図、血液検査、

眼底検査などの検査を行います。料金・(個人負担)は、 1，000円です。

検診費用の免除があります

老人保健法により、次に該当する人は個人負担の免除があります。

〈対象者〉

① 70歳以上の人及び65-69歳までの寝たきり障害認定を受けた人

②生活保護法による被保護世帯の人及び市民税非課税世帯の人

〈対象検診〉 胃カ。ン、子宮頚方、ン、精密診査

①に該当して受診を希望される人は、受診当日「健康手帳」と「医療

受給者証」を医療機関の窓口及び集団検診会場受付でお見せください。

②に該当して受診を希望される人は、検診10日前ま でに保健予防課(包

⑫4100内線289・有線②0721) まで御連絡ください。後日、「健康診査受診

証」をお送りしますので、医療機関窓口、検診会場受付でお見せくださ

し、。

ガン検診を受けましょう

新たに肺ガン・大腸ガン検診も

ここ数年、肺カ、、ン、大腸ガンが急激に増えてい ます。 このため、今までの

ガン検診に加えて、今年度から肺ガン、大腸ガン検診を始めます。カ。ン検診

の詳細は、下表を御 覧ください。

ガン検診一覧表

保
健
?ご
よ
り

組員E 検公 項目 対象者 主な目的 '貸用 個人負担 実施機関 実施期間

問診
5月 ~胃ガン検診 同部レ ントゲン儲"診 35歳以上 早期胃カツの発見 2，850円 500円 集団検診

8月(原R'Jとして間後)

問品会 干見高金
子宮(頚) 細胞診(f宮3oqHtT及び 30歳以上

早期子宮(頚)ガンの
4，000円 1，000円

市内委託医療機関 年間を
ガン検診 :l'11表面) 発見 (産婦人科) 通じて

内診

f司n弘p 

乳房検診
視触診J会

30歳以上 早期乳ガンの発見 1，500円 800円 集団検診 6月~
(市単独) 自己検11法

12月
必要趨に応じて

菅波搬ijf，長

大協がん検診 潜血反応検査 40歳以上 大腸がん他の早期発見 240円 120円 10月~
検査機関及び 12月

ハイリスクグ 上田市医師会 8月ー

申込方法

因究で

申し込む

直接医療

機関へ

回覧で

申し込む

保健補導員
保健予防課

結核検会肺がん検診 X線及びサコマノ式
jレープの選定

早期肺がんの発見 2，000円 1，000円
9月 と同時

と き

とニろ

ア ドパ

松j

鋒主

脅千
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健康な体は健康な歯から

市では、妊産婦や乳幼児健診時の歯科相談を

はじめ、保育園、学校、障害者施設を巡回 して

尚みがき相談を行っています。

「歯を守る会」組織の育成

各地区の保健補導員さんの御協 力 をいただき

ながら、虫歯予防に関心 をお持ちのお母さんを

対象に 、勉強会などをとおして健康なよい歯づ

くりのためのグループをつくり 、その輪を広げ

ていきます。

虫歯予防に関心 をお持ちのお母さんは、 地 区

の保健補導員きんにお申し出くださし、。

母子歯科相談

市役所南庁舎二階の市保健センターでは、毎

月第 1・3月曜日の午後 1時から 3時まで、乳

幼児の虫歯予防相談を行ってい ます。

塩田母親学級を開催

妊娠中を健康で-過ごし、健康な赤ちゃんを出産

するために、妊娠、分娩、育児の知識を得て、安

産の自信を持っていただくために開催します。

じpR第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

4月18日 4月25日 5月2日 5月9日 5月16日

2 9月26日 10月3日 10月17日 10月24日 10月31日

3 1月23日 1月30日 2月6日 2月13日 2月20日

と き・ー毎回午後 1: 30- 4 : 00 

ところ -塩田母子健康センター(上本郷)

内 容

第1回二妊娠から出産まで(保健婦)

第2回=妊婦体操とも〈浴の実際(助産婦)

第3回=丈夫な歯をつくるために、母乳栄

養について(歯科衛生士、助産婦)

第4回=産後の生活と家族計画(助産婦)

第5回=育児について(医師、保健婦)

持ち物…筆記用具、母子健康手帳(料金は無料)

塩田妊婦健康診査
妊娠中を健康で過ごし、異常を早期に発見し

て、健康な赤ちゃんを出産するために行います。

と き ・・毎月第 3金曜日 午後 1: 30- 2 : 30 

Il~ 月 20 日 5 月 18 日 6 月 1 5 日 7 月 20 日 |
8月17日 9月21日 10月19日 11月16日 |

12月21日60年1月18日 2月15日 3月15日)

ところ・塩田母子健康センター(上本郷)

健診内容 ・・問診、 原検査、体重視IJ定、血液検査

(梅毒)、 貧血検査、血圧測定、医師の

診察、歯科相談、生活・栄養相談

料金・・無料

持ち物・・母子健康手帳

健康相談におでかけを
市民の皆さんに、より健康で明るい生活を送ってい

ただくため、各地区で・保健婦による健康相談を行って
います。

妊娠中の食事や生活、赤ちゃんの発育や育児相談

家族計画、 血圧測定、成人病及び寝たきり病人の問題

なと。健康についての相談に応じます。最寄りの会場へ

お気軽におでかけください。

なお、昭和59年度も昨年に引き続き、医師、歯科医

師による健康相談を行う予定です。

健康相談日程表

地区名 キ目 i炎 日 時 間 場 所

東部
昨ルー 日 勤務時間中 上回市役所保南庁健舎相談室

南部 毎月第 1・第3火曜日 午円ij9 : 30 -11 : 30 緑が丘西同和集会所
中央

北部 毎月第 1月曜日 11 西部公民館

西部 毎月第2・第4金曜日 11 老人福祉センター

毎月第 1・第3月畷日 11 城南解放会館
城下

毎月第 2火曜日 11 農協城下事業所

塩尻
毎月第 l・第 3火曜日 11 海尻地区公民館

毎月第2・第4火昭日 " 秋和公民館

川 辺 毎週火曜日 11 川辺町会館

泉田 毎月第 1月曜日 11 吉田公民館

毎月第 1月曜日 午後 1・30-3 :30 大 屋 公 会 堂

毎月第 2月曜日 11 下青木公民館

神 川 毎月第 3月曜日 11 国分公民館

毎月第 4月曜日 11 岩下公民館

毎月第 l金曜日 午iiiJ9 : 30 -11 : 30 みすず台北第 1集会所

神科 毎週月曜日 11 上野が丘公民館

毎月第 2・第4月曜日 11 5室E包- 殿 支 所
豊殿

毎月第 1・第3火曜日 11 農村環境改善センター

毎週月曜日 11 塩田公民館

毎月第 1月曜日 午後 1:30-3 :30 東塩田老人集会所
塩田

東前山同和地区集会所毎月第 2月曜日 11 

毎月第 3月曜日 11 別所公民館

川 西 毎月第 l・第3月曜 日午前 9:30-11・30川西社会福祉センター

※当 日が祝日 の場合は、中止と なり ます。

保健センターの御利用を
市民の皆さんに、より健康で、明るい生活を送ってい

ただくため、市役所南庁舎二階の保健センターでは、

保健婦による健康相談を毎日行っています。時間は、

午前 8時30分から午後 5時までです。

相談の内容は、妊娠中の食事や生活、赤ちゃんの発

育、育児相談、家族計画、 血圧測定、成人病予防など

です。

このほかにも、乳幼児健康診断、療育相談、ことば

の相談、歯の相談、離乳食講習会、健康教室、胃検診、

乳房検診、予防接種なども行っています。

く健康相談室E⑫4100内線293、有線②0722>
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赤ちゃん手帳の御利用を

市では、昭和57年 4月 1日以降生まれた赤ちゃ

んに「赤ちゃん手帳」を差し上げています。赤ち

ゃんの健やかな発育のために、また、乳幼児健康

診査、予防接種になくてはならない手帳ですの

なお、おたずねカード(3か月、 8か月、 12か月、 2
歳、 2歳 6か月)がはいっていますので、御記入

のうえ必ず保健予防課までお送 りください。

保健補導員に御相談ください

市民の皆さんの健康に携わる保健補導員さんが、

302名、市から委嘱されています。

保健補導員さんは、健康に関する研修を重ねて

妊産婦から赤ちゃん、子供、成人、高齢者に至る

まで相談に応じています。 また、市の保健婦との

橋渡し役となって活動していただいています。健

康に関する心配がありましたら、お気軽に御相談

くださ L、。

家族みんなの健康教室

より豊かで健康な生活を送っていただくための

「健康教室」を開催します。

医師・歯科医師・薬剤師・保健婦 ・栄養士 ・向

科衛生士などのスタ ッフにより、健康に関するさ

まさまの知識を学びます。

乳幼児健康診査

市では、ぶち ゃんの健やかな発育のために満4t・

月、 10か月、 1f，~St 6か月、 3歳の健康診伐をh，-
います。詳しい日松は、毎月の「広報う えだ"168 

号を御覧くださし、。

〈受付時間〉

午後 1時-21侍

く診査内容〉

①医師による健康診査 ②体重・身長d!IJ定

③育児相談 ④離乳食笑'，.-/( 4か月児

⑤1'Jij利相談(10か月児、 1局長 6か月児、 3歳児)

⑥掛けよ|健康診在(1歳 6か月児、 3歳児)

⑦尿検査(3歳児)

くお願い〉

C母子健康手|版、パスタオル 1枚 (4か JJ児、 10か

月児)、ハブラシ(l歳6か月児)をお持ち ください。

Cお畳寝を早くすませてお連れくださし、

Cお母さんのほかに、赤ちゃんのお世話をさ れて1¥

る方も、できるだけいっしょにおでかけ ください。

C 風邪 をひいている赤ちゃんや具合の悪い亦ちゃん、

都合の惑い方は、ほかにも機会があり ますので御

i虫主任ください

。会場では食べものをあげないようにおl閉し、します。

対象者 40歳以上の方、またはその家肱 1， 健康手帳を御利用ください
と き...5月から 12月

ところ・・・各地区の公民館など

内 容・・・①血圧i!ilJ定と健康相談

②成人病予防について

③よリ健康な毎日を送るために

④尚の健康について

(むし向予防、成人歯科保健)

⑤正しい食生活について

その他・・この健康教室は、各家庭へ回覧で通知す

るほか「広報うえだ」でもお知らせします。

「ことばの教室」の御案内

市では、 F上田市医師会の御協力により子供さん

を対象に「ことは、の教室」を行っています。

ことは、のおくれ、発音がはっきりしないなどこ

とばについて心配をおもちの方はお気軽に御連絡

< tごきし、。

と き・・・毎週水曜日 午前中

ところ・・・市役所南庁舎 保健センター 2階健診室

方 法・・・言語療法士による個別相談 相談 1人約

1時間

料金…無料

連絡先一・予約制ですので、あらかじめ保健予防課

(宮⑫ 4100内線291・有線②0722)まて御述

絡ください。

老人保健法により、 40歳以上の希望者に 「健康手

帳」を差し上げています。 (70歳以上は全民)

この手l阪には、日ごろの自分の健康状態(血圧な

ど)や健康診断、各種方、ン 検診の結果な とを記入し

健康管理にお役立てくださし、 。 なお、 ~fì療中の方 Ij

主的医にもお見せくださし、。

手帳は、保健センター相談室 (南庁舎二階)、各地

区健康相談会場に用意してありますのでお申し出(

fごさし、。

「胃よろこびの会」へのお誘い

「胃よろこびの会」とは、胃の手術をして 5年を

経過した人が、お互いに今日ある生命に感謝し社会

の多くの人々に定期検診を勧め、胃の病気による抜

牲者を 1人でも少なくすることを願い、昭和55年

結成された会です。

現在、 23名の方が仲間同士語リ合い励まし合い自

分の体験を発表し、多くの人に閏集同検みを勧川

などたいへん活路されています 多くの 1jの入が

お勧めします。

連絡先・・保健予防課企⑫4100内制290・打線(瓦0722

ー 第 9

市

月第 1

幼児の

とき・

ところ-

内容

第

第

第

第

第

持ち物・・

妊娠q

て、健局

とき-

[~同8月l'

12月2
ところ ・・

健診内署

料金・・

持ち物・・
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子宮(頚)ガン検診医療機関一覧表

イ蔚 3雪 子宮(頚)ガン検診

8 :30-11 :00 I |毎週水眼目休診
を受けましょう

午後は、手術で休診の時も
9 :00-正午 11 :30-5 :001ありますので、電話をして

からお出かけください 子宮(顕)ガン検診を受けるとき、

次の場合は細胞成分がじゅうぶんに

とれず完全な検査ができない場合が

ありますので、なるべく避けてくだ

毎週木Dui日休診
8 :30-11 :00 土 H福田は、午前 8時30分か

ら10時30分まで

9 :00-正午 1 :00-5 :30 
さい。

毎週木日記日休診
9 :00-正午 3 :00-5 :30 土曜日は、午後 5時まで ①生理中及び生理が終わってから 1

週間以内
9:00-11 :30 

9:00-正午

9:00一正午 I1 :30-5 :00 

②治療などで経洗浄後 2週間以内

③検診前日の夫婦生活

900-正午I3: 00 -5 : 30 I土曜日は、午後休診

9Oω0ト~正午 I2 :沿0∞0-6 :沿O∞0

なお、検診の結果が出るには 1週

間ぐらいかかりますが、異常がない

場合には特に連絡を差し上げません。

御了承くださし、。

年に一度は検診を受けましよう。

断酒会におでかけを

酒をやめたいと思つでもなかなかやめられなく

て悩んでいる人、また、その家族の皆きん、どう

ぞ断酒会へおでかけくだきい。

とき…毎週木曜日 午後 7: 00-9 : 00 

ところ…上田勤労者福祉センター

連絡先日保健予防課 E⑫ 4100内線290

家庭介護用品を展示

長期療養の病人と介護者のための効果的で使い

やすい介護用品を展示しています。いつでもおで

かけの上、御覧くだきい。

ところ…保健予防課(市役所南庁舎 3階事務室)

連絡先…保健予防課保健婦宮⑫4100内線290、有線

②0721・②0722

寝たきり病人訪問指導の御案内

寝たきり病人を御家庭で介護されている場合、

保健婦が家庭訪問をして、療養、介護の御相談に

応じています。希望される方は、下記へ御連絡〈

アごさし、。

連絡先・・・保健予防課宮⑫4100内線290・293、有線②

0721・0722

精神障害者家族会におでかけを

精神障害者家族会では、患者によくなってもら

うには家族はどうしたらよいのかを学んだり、体

験を話し合ったりしています。お気軽におでかけ

くださし、。

と きー-毎月第 1金曜日 午後 0:30ー

とニろ・・・上田勤労者福祉センター

連絡先...。精神障害者家族会事務局

宮⑫3247(午後だけ)

。保健予防課 E⑫ 4100内線290
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「真固まつり」盛大に
三大市民まつりの 1つ「真固 まつり」は、 4月21・

22日に上田公園を中心に行われました。21日は、上田

市民会館でハ ッスルのど自慢大会(参加90人)とミス

上田コンテスト(参加36人)が聞かれました。のど自

慢大会では、富士山の掛川忠一郎さん (46歳、農業)

が最優秀歌唱賞に決まり、ミス上回には浦町'の下形

祐子さん(21歳、会社員 )と下塩尻の関口明美さん(21 

歳、学生)の 2人が選ばれました。また、上回公園内

では県下の煙火師による花火競演大会も開かれまし

た。 22日は、真田武者行列が上田公園を出発して、

目抜き通りを練り歩きました。

60年に1度の「単事祭」
市内前山にある塩野神社で、 60年に 1度の大祭「甲イー祭」

が、 4月14. 15日行われまし た。 14日は、みこし、お舟、

槍・万隊など約150人の行列が塩野神社を出発して、前山寺

近くの市神まで練り歩き、市神前では長万舞や獅子舞など

の奉納芸能が行われました。 15日は、行列が市神から塩野

神社へ戻り(=上)、同神社でも奉納芸能が披露され まし

た (=左)。

j酉をや

て悩んで

ぞ断酒会

やすいプド

かけの上

ところ'"

連絡先・"
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お知らせ麻
し
ん
の

え

予

防

接

種

つ広報

保
健
予
防
謀
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
今
ま
で
に
麻

し
ん
に
か
か

っ
た
り
、
以
前
に
こ
の

予
防
接
種
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
該

当
し
ま
せ
ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。

対
象
者
:
・
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

同
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
供
さ
ん
(
今
ま
で
実
施
し
た

機
会
に
で
き
な
か
っ
た
六
歳
未
満

の
子
供
さ
ん
も
含
み
ま
す
)

実
施
期
間
:
・
五
月
七
日
川
か
ら
五
月

三
十
-
日
州
ま
で
の
聞
に
、
子
供

ー第 910号
0号ー

や
ま
、
R
J
Z皮
き
り

春の全国交通安全運動(4月 6日~15日〕

期間中、川西の仁古田にある白銀保育園で

交通安全数室ガ開かれました。園児だちIel:

績断歩道の渡芝り方や受通信号の見方広ど

を楽しく学びました。

さ
ん
の
健
康
状
態
の
良
い
日
を
選

ん
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
・
:
下
表
の
委
託
医
療
機
関

の
う
ち
、
ふ
だ
ん
か
か
り
つ
い
て

い
る
所
へ
事
前
に
電
話
な
ど
で
連

絡
し
て
か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
:
・
①
ポ
リ

オ
(
小
児
マ
ヒ
)
、
風
し
ん
な
ど
の

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
一
か
月

以
上
経
過
し
て
い
な
い
子
供
さ
ん

②
三
種
出
合
予
防
接
種
を
受
け
て

か
ら
二
週
間
以
上
経
過
し
て
い
な

い
子
供
さ
ん
③
発
熱
、
ま
た
は

著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
子
供
さ

ん
④
心
臓
血
管
系
疾
患
、
肝
臓

疾
患
、
腎
臓
疾
患
の
増
悪
期
ま
た

は
活
動
期
に
あ
る
子
供
さ
ん
⑤

卵
や
食
物
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を

起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
子
供
さ
ん

⑥
注
射

に
よ
る
異
常
な
副
作
用
を
起
亨
」
し

す
が
し
さ
を
味
わ
せ
る
。

④
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
具
体
的
な
協

医 療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

1主 t尺 医 院( 森 ) 124-2280 嶋村内科小児科医院(常磐町)22-3202 

荒 井 医 院(下紺屋町)22-0474 城 南 医 院(御 所)22-3481 

飯 出 医 院(築 地)22-5011 玉監ヨ邑ー 回 医 院(下紺屋町)22-1158 

池田 ク リニ ッ ク(川辺町)22-5041 新 美 医 院(大 屋)35-0012 

池 加 医 院(浦 野)31-2007 日新堂病院(馬場町)22-0558 

遠藤内科医院(馬場 町)22-0051 橋 本 医 院(舞 田)38-2033 

金井内科小児科医院(国 分)22-9716 堀 内 医 院(大 屋)35-0104 

神 科診 療所(長 鳥)27-3331 松尾内科小児科医院(下常国)22-1355 

!f~ I反 内 科(上塩尻)22-1936 宮坂内科小児科医院(下常田)22-0759 

甲田内外小児科診療所(石 神)38-3065 宮下内科小児科医院(上 堀)22-1233 

小松内科循環器科医院(上川原柳町)27-2200 二原内科医院(中之条)27-6500 

小井上内科医院(下川原柳町)27-6666 ニ好町産婦人科医院(御 所)23-2381 

斉 目玉外科医院(下 青 木 )35-0887 キす 上 医 院(末広町)22-3740 

斉 藤 医 院(馬場町) 22-1048 相P 沢 病 院(北大手)22-0109 

ささ き小児科医院(城 北) 27-7700 横 山 医 院(大 屋)35-0008 

佐 藤 医 院(五 加)38-2543 吉田こども医 院(踏 入)24-1222 

塩 回 病 院(中 野)38-2221 和 方 内 科 医 院(塩田新町)

た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん
⑦
一

年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の
症
状
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん

⑧
三
か
月
以
内
に
、
方
ン
マ
グ
ロ

プ
リ
ン
の
注
射
を
受
け
た
子
供
さ

ん
⑨
そ
の
他
、
予
防
接
純
を
受

け
る
こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に
あ

る
子
供
き
ん

持
ち
物
:
・問
診
票
(
赤
ち
ゃ
ん
手
帳

(50音順)
麻しん委託医療機関一覧表が

、
場
合
に
よ

っ
て
は
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

の
中
に
あ
り
ま
す
)
、
母
子
健
康
手

帳
そ
の
他
・
:
麻
し
ん
の
予
防
接
純
は
、

注
射
後
、
七
日
か
ら
十
二
日
を
中

心
に
三
十
七
度
五
分
か
ら
三
十
八

度
五
分
の
熱
が
出
た
り
、
軽
い
発

し
ん
が
起
こ
っ
た
り
、
せ
き
、
鼻

水
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
一
般

い
た
い
六
十
歳
ま
で
の
皆
さ
ん

募
集
人
員
・
:
青
年
団
員
約
二
十
四
名

に
特
別
な
治
療
を
受
け
な
く
て
も

回
復
し
ま
す
が
、
け
い
れ
ん
を
起
こ

し
た
り
、
呼
吸
が
早
く
な
っ
た
と

き
は
医
師
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
副
作
用
な
ど
で
治
療
を

受
け
た
場
合
の
費
用
は
、
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
個
人
通
知

は
行
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
広
報

を
よ
く
御
覧
に
な
っ
て
お
受
け
く

だ
さ
い
。

商
工
業
の
経
営
相
談

商
工
韓
商
工
相
談
所

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
0
4

市
で
は
、
商
工
業
経
営
者
の
経
営

相
談
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

:

・
毎
月
十
日
の
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
(
十
日
が
日
曜
・
祝

日
の
場
合
は
翌
日
、
土
曜
日
の
場

合
は
翌
週
の
月
曜
日
)

と
こ
ろ
:
・
海
野
町
会
館

相
談
員
・
・
・
長
野
県
経
営
能
率
協
会
中

小
企
業
診
断
士

相
談
料
・
・
・
無
料

申
込
先
:
・市
商
工
課
、
上
田
商
工
会

必
所
宮
⑧

4
5
0
0
、
塩
田
商
工

会
岱
@

3
6
1
0
、
川
両
商
工
会

含
⑪
2
0
3
3

さ
ん
宮

@
1
2
8
0
、
荒
井
し
げ

子
さ
ん
台
⑫
0
2
9
4
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実
施
期
間
:
・五
月
七
日
川
か
ら
五
月

三
十
-
日
州
ま
で
の
聞
に
、
子
供

第 910号ー

や
ま
び
こ
教
室
の

参
加
者
を
募
集

青
少
年
際
青
少
年
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
子
供
さ
ん
は
、
自
分
の
能
力
を
い

た
る
と
こ
ろ
で
発
揮
し
伸
ば
す
こ

と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
消
極
的
な

性
格
で
気
後
れ
し
が
ち
な
子
供
さ
ん

は
、
せ
っ
か
く
持
っ
て
い
る
カ
を
伸

ば
せ
な
い
で
い
る
場
合
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

や
ま
び
こ
教
室
(
少
年
社
会
活
動

適
応
教
室
)
は
、
こ
の
よ
う
な
子
供

さ
ん
に
特
別
な
生
活
経
験
の
場
を
与

え
て
、
自
己
活
動
を
活
発
に
さ
せ
る

と
と
も
に
、
人
間
関
係
の
な
か
で
伸

び
伸
び
生
き
る
自
信
を
得
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

〈
目
標
〉

①
家
庭
か
ら
独
立
し
て
、
自
律
的
生

活
経
験
の
機
会
を
与
、え
る
。

②
知
ら
な
い
友
達
や
大
人
た
ち
と
付

き
合

っ
て
結
果
に
お
い
て
楽
し
か

っ
た
と
い
う
経
験
と
、
多
く
の
人

た
ち
と
活
発
に
交
流
で
き
た
と
い

う
自
信
を
得
さ
せ
る
。

③
自
律
的
で
節
度
あ
る
生
活
の
す
が

だえつ一 (9)一一一 昭和59年 5月1日 広報

か
っ
て
い
る
子
供
さ
ん
⑤
注
射

に
よ
る
異
常
な
副
作
用
を
起

こ
し

す
が
し
さ
を
味
わ
せ
る
。

④
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
具
体
的
な
協

力
生
活
を
通
じ
て
、
自
由
で
伸
び

伸
び
し
た
活
発
な
生
き
方
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
。

⑤
自
分
の
気
持
ち
を
た
や
す
く
表
現

で
き
る
は
き
は
き
し
た
人
間
に
な

れ
る
よ
う
に
す
る
。

〈
主
催
〉

上
田
市
教
育
委
員
会
、
上
田
市
小
中

学
校
長
会

〈
と
き
・
と
こ
ろ
〉

マ
前
期
:
・六
月
二
日
出
か
ら
四
白
川

望
月
少
年
自
然
の
家
(
二
泊
三

日
)

マ
後
期
・:
十
月
五
日
働
か
ら
七
日
間

未
定
(
二
泊
三
日
)

〈
参
加
資
格
〉

小
学
校
五

・
六
年
生
、

中
学
校
一
年

生〈
参
加
費
〉

前
後
期
と
も
に
三
千
五
百
円

〈
申
込
先
〉

各
学
校
の
担
任
の
先
生

〈
申
込
期
限
〉

前
期
は
五
月
十
五
日

ωま
で

(
後
期

は
九
月
ご
ろ
募
集
の
予
定
)

〈
そ
の
他
〉

O
学
校
が
授
業
日
の
場
合
、
参
加
し

た
子
供
さ
ん
は
登
校
し
た
と
同
じ

に
認
め
ら
れ
ま
す
。

O
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

が
、
場
合
に
よ

っ
て
は
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
御
承
知
く
だ
さ
い
。

信
州
青
年
連
帯
の
船

団
員
を
募
集

青
少
年
課
青
少
年
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

県
主
催
に
よ
る
「
信
州
青
年
連
帯

の
船
」
が
八
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
信
州
の
青
年
が
洋
上
で
生

活
と
研
修
を
と
も
に
し
な
が
ら
、

仲

間
づ
く
り
と
国
際
的
視
野
の
拡
大
を

目
指
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

と

き

・:
八
月
七
日

ωか
ら
八
月
十

七
日
幽

訪
問
先
・・・
中
華
人
民
共
和
国
(
北
京、

天
津
、
河
北
省
)

参
加
資
格
・

•• 

マ
運
営
団
員

l
二
十
歳
以
上
だ
い
た

い
三
十
歳
ま
で
の
皆
き
ん
で
、

地
域
や
職
場
な
ど
で
指
導
的
役

割
を
し
て
い
る
人

マ
青
年
団
員

l
二
十
歳
以
上
だ
い
た

い
三
十
歳
ま
で
の
皆
き
ん
で
、

同
種
の
事
業
に
よ
る
海
外
渡
航

の
経
験
が
な
い
学
生
(
勤
労
学

生
を
除
く
)
で
な
い
人

マ
成
年
婦
人
団
員
・・
・
三
十
歳
以
上
だ

い
た
い

六
十
歳
ま
で

の
皆
さ
ん

募
集
人
員
・
・
青
年
団
員
約
二
十
四
名

(
運
営
団
員
若
干
名
を
含
む
)、

成

年
婦
人
団
員
若
干
名

参
加
負
担
金
:
・
十
八
万
円

(市
の
補

助
が
あ
り
ま
す
)

申
込
期
限
・
・・運
営
団
員
は
五
月
十
日

附
、
青
年

・
成
年
婦
人
団
員
は
五

月
三
十
一
日
附

ー
世
界
青
年
友
の
会

1

ジ
ュ
ニ
ア
l
部
の

会
員
を
募
集

青
少
年
課
青
少
年
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

世
界
の
青
年
を
上
田
市
に
招
い
て

い
る
「
上
回
世
界
青
年
友
の
会
」
で

は
、
こ
の
た
び
ジ
ュ

ニ
ア

l
部

(
中

学
生
を
対
象
)
を
開
設
し
、
会
員
を

募
集
し
ま
す
。

活
動
目
的
・
・・
外
国
人
と
友
達
に
な
る
、

外
国
人
を
招
い
て
話
を
聞
く
、
外

国
人
を
自
宅
に
受
け
入
れ
る
、
な

ど
外
固
め
知
識
を
学
び
英
語
に
親

し
む
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

月
例
会
・
:
毎
月
第
三
日
曜
日
の
午
後
、

中
央
公
民
館
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

お
問

い
合
わ
せ
・
申
込
・:
田
中
友
道

き
ん
公
@
1
2
8
0
、
荒
井
し
げ

子
さ
ん

宮
⑫

0
2
9
4

防
火
管
理
者
の

資
格
取
得
講
習
会

上
小
地
域
広
域
行
政
彦
務
組
合

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線

2
1
7

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
(
上
田
中
央
消
防
署
)
で
は
、

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会
と
共
催
で
、

防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
会
を

次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

と

き

・
:
五
月
十
日
附
・
十
一
日
倒
、

と
も
に
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
四
時
三
十
分

と
ニ
ろ
:
・上
田
市
消
防
会
館
三
階
会

議
室

受
講
資
格
:
・
防
火
管
理
業
務
が
で
き

る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
人

受
講
料
・
:
会
員
二
千
六
百
円
、
非
会

員
二
千
九
百
円

申
込
期
限
:
・
五
月
九
日
制
午
後
五
時

ま
で

申
込
場
所
・・
・
上
小
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
(
上
田

市
消
防
会
館
二
階
)
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会

に
御
参
加
を

上
回
し
い
の
み
圏

宮
⑫
3
1
6
6

社
会
制
祉
法
人
「
上
回
し
い
の
み

凶
」
で
は
、
次
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
門
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
・
五
月
九
日
州
か
ら
隔
週
水

um
口は

と
こ
ろ
・
:
上
田
し
い

の
み
困
(
市
内

中
之
条
八

O
一
番
地

)
l
川
中
'局

パ
ス
川県
道
上
山
回
線
・
柳
堂
下
卓

徒
歩
三
分

内

容

:
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の

基
礎
知
識
お
よ
び
社
会
福
祉
全
般

の
学
習
や
討
論

えつ広報

手
話
講
習
会
に

御
参
加
く
だ
さ
い

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

宮
⑫
2
0
2
5

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
手
話
」

を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

接
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
子
話
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

:
五
月
二
十
四
日
附
か
ら
十

ー第 910号， 910号~

ー
県
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

つ
ど
い

1

月
十
一
日
附
ま
で
の
毎
月
第
二
・

四
木
曜
日
(
合
計
で
十
回
)
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
三
時

と
ニ
ろ
:
・上
田
市
福
祉
会
館
(
上
田

電
報
電
話
局
前
)

対
象
者
・
・
・
全
期
開
通
し
て
参
加
で
き

る
方

参
加
費
・
:
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
、
資

料
代

(
五
百
円
程
度
)

講

師

:
上
小
手
話
サ
ー
ク
ル
手
話

通
訳
者

申
込
先
・
:
五
月
二
十
二
日
附
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
に

御
参
加
を

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

宮
(⑮

2
6
2
9

上
田
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
で
は
、
一
年
間
を
通
し
上
回
、
真

田
の
各
施
設
を
め
ぐ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

施
設
と
は
、
ま
た
、
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
人
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
い
る
か
、
な
ど
向
分
て
体
験
し
て

地
域
の
こ
と
な
ど
を
考
え
る
手
助
け

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
勢

ン
グ
④
日
本
民
踊
・
フ
ォ

ー
ク

ダ
ン
ス
⑤
ホ
ス
テ
リ
ン
グ

(信
州

の
鎌
倉
な
ど
名
所
旧
跡
を
歩
く
)

の
皆
さ
ん
の
御
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
第
一
回
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

と
き
・
:
五
月
十
日
附
午
前
十
時
か

ら
十
一
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
原
峠
保
養
園

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
・
:
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
コ

ー
ナ
ー

※
な
お
、
二
回
目
以
降
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
そ
の
つ
ど
「
広
報
う
え
だ
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
務
所
の
移
転

マ
上
田
商
工
会
議
所

上
田
商
工
会
議
所
は
、
こ
の
た
び

の
会
館
建
設
に
と
も
な
い
、
次
の
と

お
り
仮
事
務
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

仮
事
務
所
・
:
中
央
二
|
八
|
一
一
(
伊

藤
ビ
ル

一
階
)

宮
⑫

4
5
0
0

マ
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
次

の
と
お
り
事
務
所
(
心
配
ご
と

・
結

婚
・
児
童
・
法
律
の
各
相
談
宅
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
を
含
む
)
を
移
転
し

ま
し
た
。

新
事
務
所
:
・
大
手
二

!
三
!
三

市

福
祉
会
館
内

電
話
・
:
ド
務
局
岱
仰

2
0
2
5
・

⑫
4
1
0
0
内
総

3
8
8
、
相
談

室
1
合
⑫
3
0
8
2
・
有
線
②
O

活
動
内
容
:
・
週
一
回
練
習
(
練
習
予

定
表
は
、
申
し
込
み
時
に
お
流
し

し
ま
す
)

9
3
5
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ

ー
ナ
ー
ー

宮
⑧
2
6
2
9

和
裁
科
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
和

裁
科
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
数
名
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

和
裁
の
勉
強
を
し
た
い
方
は
、
至
急

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

和
裁
科
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
入

校
令
二
千
円
、
月
謝
四
千
円
で
す
。

学
科
お
よ
び
実
技
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
上
小
高
等
職
業
訓
練
校
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ー
重
度
身
障
者
の

皆
さ
ん
へ

1

グ
青
い
烏
は
が
き
。
を

差
し
上
げ
ま
す

郵
便
局
て
は
、
身
体
附
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
ち
な
み
、
特
別
な
工
夫

上
小
地
区
心
身
障
害
者

の
四
十
円
郵
便
は
が
き
(
切
手
の
部

分
が

H

青
い
鳥
。
)
を
四
月
二
十
日
か

ら
発
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
、
郵
便
局
で
販
売

す
る
ほ
か
、
重
度
の
身
体
障
害
者
の

方
か
ら
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
お
一

人
に
二
十
枚
差
し
上
げ
ま
す
。
身
体

障
害
の
程
度
が
一
級
ま
た
は
二
級
の

満
六
歳
以
上
の
方
で
、
こ
の
は
が
き

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
郵
便

局
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
し
、

五
月
三
十
一
日
同
ま
で
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
お
申
し
出
は
、
代
理
の

方
で
も
、
郵
便
に
よ
っ
て
も
け
つ
こ

う
で
す
。

スポーツ指導員の養成講習会
一極目は体操・サッカー-

日本f本育協会が認定するスポーツ指導員の養成

講門会が、 6月10日(1])から 11月までの問、 9回コ

ース ~} J 1・2間科度、日曜日 )で聞かれます。

この晶子?会は、上小地方を対象に開設され、縄目

{主体操とサ・ソカーです。希望される方は、 5月19

H出までに体育課へ御連絡ください。

〈体育謀体育振興係官⑧4100内線555>

高
年
齢
者
職
業
相
談
室
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杉
し
て
し
え
た
く
丈
グ

会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

・
:
五
月
二
十
四
日
州
か
ら
十

4
寸
-ヨ
ロ
客一
面
刃
匠

第 910号ー

ー
県
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

つ
ど
い

l

自
然
運
動
公
園
で

5
月
初
日
に
開
催

体
育
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
5

「
第
七
回
県
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
つ
ど
い
」
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

〈
と
き
・
と
こ
ろ
〉

五
月
二
十
日
町
、
上
田
自
然
運
動
公

園
〈
受
付
〉

総
合
体
育
館
横
の
運
動
広
場
で
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
九
時
三
十
分

〈テ

l
マ〉

ふ
れ
あ
う
心
、
信
州
の
鎌
倉

〈

内

容
v

マ
参
加
者
が
一
堂
に
会
す
る
か
つ
ど

い
。
の
セ
レ
モ
ニ
ー
(
特
別
講
師

に
N
H
K
ラ
ジ
オ
体
操
の
長
野
信

一
き
ん
)

マ
参
加
者
が
希
望
の
コ

l
ス
で
会
す

る
実
践
活
動
の
つ
ど
い

①
ウ
ォ

l
ク
ラ
リ

l
(
希
望
者
は

一一一

i
六
人
の
チ

l
ム
で
五
月
十
二

日
ま
で
に
体
育
課
へ
御
連
絡
を
)

②
サ
イ
ク
リ
ン
グ
(
自
転
車
は
各

自
用
意
)
③
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ

だえ-ω一一一昭和59年 5月1日 広報う

地
域
の
こ
と
な
ど
を
考
え
る
手
助
け

に
な
れ
ば
と
考
、え
て
い
ま
す
。
大
勢

ン

グ

④

日

本

民

踊

・

フ

ォ

ク

タ
ン
ス
⑤
ホ
ス
テ
リ
ン
グ
(
信
州

の
鎌
倉
な
ど
名
所
旧
跡
を
歩
く
)

⑥
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

(
先
着
四
十
八

チ
ー
ム
が
参
加
、
申
し
込
み
は
体

育

課

へ

)

⑦

ゲ

ー

ム

⑧

フ

ィ

ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク

※
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
!
と
ゲ

l
ト

ボ

|

ル
以
外
は
、
事
前
に
申
し
込
み
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

体
育
課
体
育
振
興
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
5

有
線
②
0
8
7
1

近
年
女
性
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
熱
が

高
ま
り
、
市
で
は
昭
和
五
十
七
年
度

か
ら
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
聞

い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
教
室
の
修
了
者
を
中

心
と
し
て
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ

ブ
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
次
の

と
お
り
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
:
・
市
内
に
お
住
ま
い
の
女
性

申
込
方
法
・
:
五
月
三
十
一
日
附
ま
で

に
体
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
(
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
)

⑫
4
1
0
0
内
線
3

8
8
、
相
談

室
1
8
⑫
3
0
8
2
・
有
線
②
0

Z
A
明齢制・由門申骨・
:
凋
地
一
同
山
緒
川
町
明
白
(
緒
川
円
割
自
7
7

定
表
は
、
申
し
込
み
時
に
お
渡
し

し
ま
す
)

会
費
・
:
一
か
月
千
円

青
年
海
外
協
力
隊
の

募
集
説
明
会

県
青
少
年
家
庭
課
青
少
年
係

宮

0
2
6
2
@
0
1
1
1

内
線
3
4
3

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
我
が
国

の
国
際
協
力
の
一
環
と
し
て
、
開
発

途
上
諸
国
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て

め
ざ
ま
し
い
協
力
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
派
遣
実
績

と
開
発
途
上
諸
国
の
現
状
を
広
く
一

般
に
紹
介
し
て
協
力
隊
員
を
募
集
す

る
「
青
年
海
外
協
力
隊
募
集
説
明
会
」

を
、
次
の
と
お
り
聞
き
ま
す
。

と

き

:

・
五
月
十
一
日
幽
午
後
六
時

か
ら
九
時

と
こ
ろ
・
:
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

応
募
資
格
・
:
二
十
歳
か
ら
三
十
五
歳

ま
で
の
人

派
遣
期
間
・
:
二
年
間

派
遣
業
種
・
:
農
林
水
産
、
加
工
、
保

守
操
作
、
土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、

教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
約
百

十
職
種

郵
便
局
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
ち
な
み
、
特
別
な
工
夫

上
小
地
区
心
身
障
害
者

体
育
大
会
を
開
催

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

心
身
障
害
者
の
皆
き
ん
に
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
の
保
持
と
体
力

の
増
強
お
よ
び
お
互
い
の
親
睦
を
図

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
第
十
回
上

小
地
区
心
身
障
害
者
体
育
大
会
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
御
観
覧
と
御
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
:
・
五
月
六
日
同
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
(
雨
天
中
止
)

と
こ
ろ
・
:
市
営
陸
上
競
技
場

参
加
者
・
・
・
上
小
地
区
の
心
身
障
害
者

の
皆
さ
ん

競
技
種
目
:
・
百
メ
ー
ト
ル
競
争
、
走

幅
跳
び
、
走
高
跳
び
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
車
い
す
競
争
な
ど
二
十
七

種
目

憲
明憲法" 法

るは週
道ぃ間
し社

( 71月5 1 る会
ベの
岨

日日

の
御
利
用
を

高
年
齢
者
職
業
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
6

市
で
は
、
高
年
齢
者
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
職
業
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

業
務
の
内
容
は
、
だ
い
た
い
五
十

五
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
企

業
か
ら
の
求
人
受
付
、
お
よ
び
就
職

希
望
者
の
職
業
相
談
に
応
じ
、
紹
介
・

あ
っ
旋
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
¥
:
平
日
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
、
土
曜
日
は
午
前
九
時
か

ら
正
午

と
ニ
ろ
・
:
市
役
所
西
庁
舎

二

階

高

年
齢
者
職
業
相
談
室

担
当
者
・
・
・
公
共
職
業
安
定
所
相
談
員

の転事自も 話A 

なれば 漫:.<.. 
か車全
まの 標語

い
、J

り



だ 昭和59年 5月1日一一一-(12)-

(
三
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
析
に
申

し
上
げ
ま
す
。

清
水
相
督
さ
ん

武
井
克
繁
さ
ん

(
常
国
一
丁
目
)

藤
巻
和
一
さ
ん

(
天
神
一
丁
目
)
北
天
神
町

春

日

幸

助

さ

ん

御

所

3
R

石

井

ふ

く

の

さ

ん

半

過

4
中

村

志

ず

ま

さ

ん

赤

坂

怯

福

田

や

す

ミ

さ

ん

五

加

一

長
強
さ
と
さ
ん
朝
日
ケ
丘

一
半
田
核
ふ
り
さ
ん

一

(
常
田
二
丁
目
)

一
田
中
マ
ツ
さ
ん

一

(
中
央
四
丁
目
)

一

関

伊

太

郎

さ

ん

一

(
常
田
二
丁
目
)

一
樋
口
正
策
さ
ん

一

(
中
央
四
丁
目
)

号
沓
掛
キ
ヌ
ヱ
さ
ん

仰

黒
淳
と
里
さ
ん

第
極
入
ヒ
サ
子
さ
ん

戸
主
回
利
映
さ
ん

えつ

月16日

号

土田中
常
田

下
常
田

丸
堀
町

中
常
田

奈中長木

岡良
尾組島町

山

七
四

西

津

官

さ

ん

上

室

れ

平

田

重

徳

さ

ん

諏

訪

形

古

田

良

雄

さ

ん

下

塩

尻

柏

山

と

ら

さ

ん

長

島

若

林

弥

生

さ

ん

西

前

山

上

原

美

子

さ

ん

下

郷

清

水

潔

さ

ん

上

室

貨

滝

諜

三

郎

さ

ん

手

塚

宮

津

字

一

郎

さ

ん

浦

野

滝
津
て
る
さ
ん
塩
田
新
町

南

波

志

津

さ

ん

下

之

郷

西

津

喜

久

さ

ん

上

室

賀

後

藤

福

蔵

さ

ん

川

辺

町

中

村

定

雄

さ

ん

長

入

惰
詰
ぢ
う
さ
ん

(中
央
一4
丁
目
)
上
川
原
柳
町

早
川
昌
子
さ
ん

川
辺
町

丸

山

れ

い

さ

ん

舞

田

細

谷

次

男

さ

ん

分

去

清

水

正

男

さ

ん

畑

山

丸
山
昭
雄
さ
ん

(
中
央
東
)
上
川
原
柳
町

福
田
久
恵
さ
ん
塩
田
新
町

三
宅
光
子
さ
ん

(

中

央

二

丁

目

)

本

町

漬

村

良

晴

さ

ん

中

之

条

井
上
殺
さ
ん
上
川
原
柳
町

市

村

正

喜

さ

ん

手

塚

磁

極

む

ら

江

さ

ん

大

助

杉

浦

重

保

さ

ん

保

野

吉
川
文
子
さ
ん

(
国
分
-
丁
目
)

五八 七八五七
八三 五 一 九六 五七五八九八九八八七八五七八

七七九五二一一四 0 一二四三 O

松
岡
オ
次
郎
さ
ん

(
繰
が
丘
二
丁
目
)
緑
が
丘
北

石

塚

定

子

さ

ん

韓

国

浅
野
武
雄
さ
ん

(
常
田
二
丁
目
)
北
常
田

清

水

民

次

郎

さ

ん

山

口

西

沢

ミ

っ

さ

ん

中

之

条

小

宮

山

十

四

さ

ん

院

内

中
野
隆
雄
さ
ん
上
川
原
柳
町

早

川

鶴

さ

ん

倉

升

飯
島
き
あ
乃
さ
ん
下
之
条

山
口
善
作
さ
ん

(
中
央
一
丁
目
)
松
尾
町

大

矢

正

喜

さ

ん

大

久

保

土

屋

二

枝

さ

ん

長

島

小
林
正
芳

さ

ん

笹

井

立
入
正
直
さ
ん

(
中
央
三
丁
目
)
馬
場
町

矢

島

巽

さ

ん

(
常
磐
城
一
丁
目
)
西
脇

須

藤

静

子

さ

ん

野

竹

小

林

布

美

さ

ん

五

加

小
井
土
三
郎
さ
ん

(

踏

入

二

丁

目

)

踏

入

柳
還
の
ふ
を
さ
ん

(

中

央

四

丁

目

)

木

町

佐

藤

五

郎

さ

ん

御

所

原

山

新

治

さ

ん

上

本

郷

関

田

千

尋

さ

ん

柳

沢

宮
川

一
郎
さ
ん
上
川
原
柳
町

滝

沢

ま

さ

志

さ

ん

築

地

原

金

助

さ

ん

七
五

五
六

八八孟L七八八七
八一六七 -0五

五七六九
二一五八

八六
七

七
一

八
四

五
九

六六六七五八
一 四一四三一

(中
央
四
丁
目
)

丸
山
忠
治
さ
ん

(
国
分
一
丁
目
)

高
見
沢
幸
吉
さ
ん

(
踏
入
一

丁
目
)

丸
堀
町

下

堀

七
四

一
ノ
瀬
初
江
さ
ん

(中
央
六
丁
目
)

湯
本
由
太
郎
さ
ん

(常
田
二
丁
目
)

七
五

七
七
二

五
三

八
一

七
二

八
八

六
七

j¥ 
八

五
六

二
九

七七七五八
六二 O 六三七

泉

町

愛
宕
町

八
五

九八て七八七六
九九六五三

上

堀

バ
ー
ド
・

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

し
て
み
ま
せ
ん
か

五
月
十
日
か
ら
十
六
日
は
愛
鳥
週

間
。
鳥
と
仲
良
く
な
る
た
め
に
、
あ

な
た
も
バ
ー
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
用
意
す
る
も
の
〉

マ
双
眼
鏡
(
八
倍
く
ら
い
の
も
の
)

マ
鳥
の
図
鑑

市
職
員

人
事
異
動
②

(
4
月
1
日
付
) 七。

上
常
田

七
五

〈
鳥
を
見
分
け
る
た
め
に
〉

鳥
の
特
徴
を
つ
か
む
コ
ツ
は
、
鳥

の
大
き
さ
、
形
、
色
、
特
に
め
だ
っ

部
分
、
鳴
き
声
、
し
ぐ
さ
な
ど
を
党

え
る
こ
と
で
す
。

〈
見
る
と
き
の
注
意
〉

バ
ー
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
は
い
の
は
、
野
鳥

た
ち
を
驚
か
さ
な
い
こ
と
で
す
。
烏

は
、
特
に
立
日
や
光
に
は
敏
感
で
す
。

服
装
も
、
あ
ま
り
派
手
な
も
の
は
避

け
、
自
然
の
色
に
近
い
も
の
を
選
び

宇
?
し
ょ
、っ。

マ
城
下
保
育
園
長
森
由
美
子
(
北

保
育
園
長
)
マ
東
部
保
育
問
長

中
曽
根
晴
子
(
小
泉
保
育
園
長
)

マ
梅
が
丘
保
育
園
長
山
本
フ
ジ
(
東

部
保
育
園
長
)
マ
ふ
た
ば
保
育
凶

長
小
林
千
恵
子
(
室
口
保
育
困
長
)

マ
室
れ
保
育
園
長
須
必
栄
子
(
ふ

た
ぱ
保
育
凶
長
」
マ
小
泉
保

η同

長
小
山
芳
子
(
神
科
第
二
保
有
凶

長
)

〈
保
育
園
長
〉

マ
北
保
育
園
長
合
印
秀
子

(
梅
が

丘
保
育
園
長
)
マ
神
科
第
二
保
育

園
長
小
林
和
子
(
城
下
保
育
園
長
)

、ハノゾ

樹

、

行

日
で
で
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